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スローガン

Dreams!  Challenge!  Inquiring Mind!
Now We Stand on the Edge 

of a New Frontier!



挨 拶

杉並区中学生海外留学事業も、ここ２年間、中止の判断を余儀なくされました。このような時勢だ

からこそ、自分で見聞きし、触れ、味わうこと、人と人とのつながり、そして、そこから得られる学

びは他に代えがたい価値があることを、改めて感じます。こうした思いを胸に、令和４年、本事業は

再開しました。

３年ぶりの開催となった本事業では、これまでより派遣人数を増やし、28名の中学生が集いました。

実施は決定したものの、日々変化する情勢によって先の見通しが立ちづらく、海外へ渡ることが現実

味を帯びにくい状況が続きました。受入先の学校や家族がなかなか決まらず、焦ることもありました。

しかし、振り返ってみれば派遣生は常に前向きで、留学の日を心待ちにしておりました。事前学習会

をはじめとする多岐にわたるプログラムに対して、熱心に積極的に取り組む姿には、この事業の大切

さを改めて認識させられました。

現地では、日本では見ることのできない雄大な自然に圧倒されました。多様な人々が集まる文化は

驚きの連続で、初めて見るもの、触れるものに感動が止まりませんでした。

現地校体験、ホームステイ体験では、これまで学んできた英語を駆使してコミュニケーションを図

ることで、言語や文化の違いを超えて、思いや考えを伝え合う喜びを実感したことでしょう。

また、グループ調査においては、自分たちが設定した課題を解決するため、街頭インタビューを行

った生徒も多くいました。初めは慣れない英語での会話に不安や戸惑いがあり、うまく通じなかった

り、断られたりすることもありましたが、懸命に続ける中で次第に積極的になり、結果的に数十人も

の方の声を聞くことができた生徒もいました。予期せぬ出来事や困難な状況でも、スローガンの目指

す精神『Dreams!Challenge!Inquiring Mind!Now We Stand on the Edge of a
 

New Frontier!―夢!挑戦!探究心!今、私たちは新たなフロンティアの先端にいる!―』のも

と、乗り越えてきました。

現地で出会った人々や派遣生の仲間など、事業を通して出会ったあらゆる他者とのかかわり、支え

合い、学び合いのなかで様々なちがいを受け入れる経験は、今後、ますますグローバル化が進展する

社会において、だれもが自分らしく生きていくための力として発揮されるものと確信しています。

最後に、次世代育成基金活用事業として本事業を実施するにあたり、御理解、御協力をいただきま

したオーストラリア連邦ウィロビー市をはじめ、関係する全ての皆様に感謝申し上げます。

Dreams!Challenge!Inquiring Mind!
Now We Stand on the Edge of a New Frontier!

―夢！挑戦！探究心！今、私たちは新たなフロンティアの先端にいる！―

杉並区教育委員会教育長 白石 高士
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